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高専ＧＣＯＮ２０２１（高専ＧＩＲＬＳ ＳＤＧｓ × Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｃｏｎｔｅｓｔ） 

募 集 要 項 

 

◇ 目 的  

高専機構では、女子高専生の実力をもっと世の中に発信するため、高専ＧＣＯＮ２０２１（高専ＧＩＲＬＳ 

ＳＤＧｓ × Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｃｏｎｔｅｓｔ）を開催します。本コンテストは、参加学生がＳＤＧｓの理念を理解し、

さらには日頃行っている研究や学習がＳＤＧｓの観点から社会課題に対してどう貢献できるか考えること

により、未来の研究者・技術者としてより成長することを期待するものです。 

今回は、来年の「高専制度創設６０周年記念」に向けたプレ大会として開催します。 

 

◇ 参加条件  

・ 全国の国公私立高等専門学校の本科・専攻科に在籍する女子学生個人または学生チーム 

（２～６名）（チーム参加の場合は男子学生の参加も可能ですが、リーダーを女子学生、かつ 

チームの半数以上は女子学生としてください。） 

・ 全てのオリエンテーションに参加できる方（録画視聴可） 

・ 本エントリーに進む際には、サポート教員の方の登録が必要になります。 

                           ※ 応募資格に関して、ご不明な点はご相談ください。 

 

◇ 募集テーマ  

・ ＳＤＧｓを中心としたさまざまな社会課題の解決に向けた技術開発のアイデアを広く募集します。  

・ 男女の性差（生物学的・社会学的）へ配慮した技術開発を含んだアイデアを推奨します。  

・ ＳＤＧｓ解決のイノベーション創出につながるようなもので、新しい医療、製品、プロセス、サービス

に限らず、農業、水産業、地球環境、循環社会等も含め、これまでなかったような新市場、ビジネス

チャンスにつながるアイデアを期待します。   

                     ※ 提案の際の参考として＜参考事例＞を添付しております。 

 

◇ スケジュールについて  

８月 26 日（木） ： プレエントリー受付開始 

９月 22 日（水） ： プレエントリー登録者対象説明会 

９月 30 日（木） ： プレエントリー締切 

10 月上旬 ～ 11 月上旬 ： オリエンテーション 

11 月 12 日（金） ： 本エントリー（一次課題）締切 
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12 月 1 日（水） ： 本選（成果発表会）進出チーム発表（６～８組を予定） 

１月 14 日（金） ： 動画制作（二次課題）締切 

１月 22 日（土） ： 本選（成果発表会） 

 

◇ 参加手続について  

① プレエントリーについて 

   説明会及びオリエンテーションに参加するために氏名・所属・連絡先等を登録してください。 

 【プレエントリーフォーム】 

 https://forms.office.com/r/ZB8xTCAXwP 

 

② 本エントリー（一次課題）について 

「ＳＤＧｓの観点から自らのアイデアが社会課題に対してどのように貢献できるか」をテーマに A4 

１枚程度のレポートを提出してください。ＳＤＧｓを中心とした社会的課題に対する各種取組を対象

とします。技術開発の実証段階にないアイデアも提案可能ですが、既存で行っている自身の  

研究・学習をどのように役立てることができるか説明してください。 

 

③ 動画制作（二次課題）について 

本選（成果発表会）進出チームに選ばれた場合、５分間のアイデア紹介動画を制作していただき 

ます。 

 

◇ 説明会・オリエンテーションについて  

① 説明会について 

９月 22 日（水）開催、日程や配信方法の詳細はプレエントリー登録者にご連絡します（録画視聴可）。 

コンテスト内容、オリエンテーション内容、本エントリー（一次課題）についてご説明します。 

 

② オリエンテーションについて 

10 月上旬から 11 月上旬に５～６回を予定 （いずれも録画視聴可）、日程や配信方法の詳細はプレ 

エントリー登録者にご連絡します。課題の内容をより良いものとするために、各業界で活躍する有識 

者や企業メンターを講師にお迎えし、「ＳＤＧｓ」「テクノロジー（性差に着目した技術開発等）」「ダイバ 

ーシティ」等をテーマとしたオリエンテーションを行います。 

 

◇ 制作課題について  

・ 本エントリーに進むチームは 11 月 12 日（金）までに上記「参加手続」にある一次課題を提出してく 

ださい。本エントリーに進んだチームから６～８組を 12 月上旬に選考し、本選（成果発表会）に出場 
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していただきます。 

・ 本選（成果発表会）に進むチームは１月 14 日（金）までに、上記「参加手続」にある二次課題を提出 

してください。 

 

◇ 本選（成果発表会）について  

・ 開催日:令和４年１月 22 日（土） 13：30 ～ 17：00 

・ 二次課題で制作した動画配信（５分）＋ライブでの質疑応答（５分） 

・ 日経チャンネルによるライブ＆アーカイブ配信 

・ コンテストの模様は、日本経済新聞に掲載されます。 

 

◇ 賞・副賞  

「ＧＣＯＮアワード」（仮称）、「視聴者特別賞」（仮称）、「協賛企業賞」（仮称）などの賞・副賞を予定して

います。 

 

◇ 審査について  

・ 審査員は、有識者（著名人）、高専教員、日本経済新聞記者の方などを予定しています。 

・ ＳＤＧｓへの理解、イノベーションの視点（発想力・社会へのインパクト）、技術視点（社会実装への 

 現実性）、プレゼンテーション等の評価項目にて審査を行います。 

 

◇ 留意事項  

・ すでに他のコンテスト等で発表されたアイデアでも応募できます。 

・ 審査結果について個別のお問い合わせには応じられません。 

・ 課題や動画で他者の著作物を使用する場合は、応募者の責任により事前に承諾を得るなどの 

処置を行った上で応募してください。 

・ 一次課題･二次課題の著作権は応募者本人に帰属します。ただし、審査に必要な範囲において 

主催者および実行委員会が使用・複製することは無償で認められるものとします。 

・ コンテスト等において参加者の肖像を写真や動画で撮影し、各媒体で紹介することがあります。  

また、本選（成果発表会）進出チームの高専名、参加者名、プレゼン内容についても各媒体で紹介

することがあります。あらかじめご了承のうえ、お申し込みください。 

・ 本コンテストで得た個人情報は、運営業務以外には使用いたしません。 

 

◇ 主催者等  

・主催：独立行政法人国立高等専門学校機構 

・共催：日本経済新聞社 
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・運営：高専 GCON２０２１実行委員会 

・後援：（予定・申請中含む）文部科学省、（一社）全国高等専門学校連合会 

・協力：横田アソシエイツ、高専キャリア研究所 

 

◇ お問い合わせ先  

国立高等専門学校機構 男女共同参画推進室 

担当：西山、高木、江原 

TEL：03-4212-6822 

Mail：gcon@kosen-k.go.jp 
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高
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㈱
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表
取
締
役

小
型
車
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
「
あ
お
り
運
転
」
を
検

知
・
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
作
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始
ま
り
、
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イ
ク
ル
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能
に
す
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テ
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。

東
京
大
学
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松
尾
先
生
の
ア
ド
バ
イ
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を
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け
、
Ａ
Ｉ

を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
開
発
で
起
業
す
る
こ
と
を
決
意
。
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ど
も
か
ら
お
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寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
を
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に
し

た
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、
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名
を
「
P
a
n
d
a
」
に
。

現
在
、
「
Ａ
Ｒ
グ
ラ
ス
（
め
が
ね
）
」
に
対
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す
る

ア
プ
リ
を
開
発
中

現
在
、
日
本
で
生
産
さ
れ
る
パ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
、

パ
ン
酵
⺟
が
⽤
い
ら
れ
て
い
る
が
、
伝
統
的
な
「
パ

ン
種
」
を
用
い
て
作
ら
れ
る
パ
ン
も
、
独
特
の
香
り
、

風
味
、
食
感
等
が
好
ま
れ
、
古
く
か
ら
生
産
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
今
回
、
パ
ン
種
に
着
目
し
、
6
種
類
の

酵
⺟
を
使
⽤
し
た
パ
ン
⽣
地
の
発
酵
試
験
と
、

カ
ビ
を
用
い
て
の
保
存
性
の
比
較
実
験
を
行
っ
た
。

様
々
な
「酵

⺟
種
」を
⽤
い
た

パ
ン
の
発
酵
試
験
及
び
保
存
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の
比
較
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知
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で
は
生
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の
生
産
が
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ん
で
す
が
、
台
風

な
ど
の
被
害
に
よ
り
膨
大
な
廃
棄
生
姜
が
毎
年
出

て
い
ま
す
。
そ
の
廃
棄
生
姜
を
有
効
活
用
で
き
な
い

か
と
考
え
、
「
廃
棄
生
姜
を
利
用
し
た
し
ょ
う
が
ペ
ー

パ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
3
代
目
メ
ン
バ
ー
で
、
今
ま
で
の
先

輩
の
取
り
組
み
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
実
用
化
に
向

け
た
新
し
い
研
究
・
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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究

鹿
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全
国
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位
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竹
林
面
積
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
竹
林
の
大
半
が
孟
宗
竹
で
あ
る
。
管
理
さ
れ
て
い
な
い
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土
砂
災
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。
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宗
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引
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な
ど
が
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ら
れ
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が
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害
の
抑
制
に
至
る
ま
で
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
て
お
ら
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、

さ
ら
な
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利
用
用
途
の
拡
大
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必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

孟
宗
竹
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土
木
用
材
料
を
用
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た
モ
ル
タ
ル
の
引
張
性
能

に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。
本
研
究
成
果
に
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っ
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土
木
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材
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と
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宗
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有
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を
示
す
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現
在
、
身
体
的
障
害
や
病
気
を
原
因
と
す
る
も
の
か

ら
精
神
的
な
も
の
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
難
し
い
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
の

研
究
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で
は
心
拍
を
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定
す
る
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持
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ス
マ
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ッ
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に
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目
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、
計
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心
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か
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す
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プ
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発
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ま
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。

こ
こ
で
は
私
の
研
究
や
高
専
で
の
経
験
に
つ
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紹
介
し
ま
す
。

卒
業
研
究
で
は
タ
ン
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ク
質
結
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熱
伝
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率

と
熱
拡
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率
の
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定
を
他
大
学
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設
備
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利

用
し
て
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進
め
て
い
ま
す
。
研
究
成
果
に
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っ
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パ
ク
質
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す
く
な
り
、

構
造
解
析
が
進
め
ら
れ
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こ
と
で
医
療
分
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ど
の
発
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で
き
ま
す
。
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方
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卵
の
膜
を
使
っ
て
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料
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池
の
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5
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の
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米
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高
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物
質
工
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４
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※
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電
池
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す
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い
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。
２
人
は
発
電
に
必
要
な
「電

解
質
膜
」
を
塩

化
白
金
酸
溶
液
を
染
み
こ
ま
せ
た
卵
殻
膜
で
代
用
で
き
る
こ

と
を
発
見
し
た
。
こ
の
卵
殻
膜
は
、
従
来
使
わ
れ
て
い
る
石

油
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来
の
素
材
に
比
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コ
ス
ト
を
５
５
分
の
１
に
削
減
で
き

る
ほ
か
、
廃
棄
時
も
環
境
へ
の
悪
影
響
を
大
幅
に
低
減
で

き
る
。
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い
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。
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私
た
ち
は
、
電
気
刺
激
が
ど
う
酵
⺟
の
働
き
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
研
究
を
⾏
っ
て
い
ま
す
。
酵
⺟
に

対
し
外
部
か
ら
電
気
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
細
胞
内
カ

ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
が
変
化
し
た
と
い
う
先
行
研
究
が

あ
り
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
細
胞
機
能
の
変
化
が
予
測
さ

れ
ま
す
が
、
細
胞
の
代
謝
に
対
す
る
影
響
は
不
明
で
し

た
。
そ
こ
で
、
エ
タ
ノ
ー
ル
発
酵
能
や
酵
⺟
の
⽣
産
物
質

等
の
変
化
を
解
析
し
、
刺
激
が
酵
⺟
の
代
謝
に
与
え

る
影
響
を
解
明
す
る
研
究
内
容
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。
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